
Wi-Fi通信用ビューワソフト説明書 モード2（Windows版）＜V1.01＞

　　

Wi-Fi通信用ビューワソフトを以下の手順でインストールし、起動させてください。

 Wi-Fi通信用ビューワソフト「WIFI WITNESS Player」稼働条件

　Windows 8 ／　Windows 8.1／　Windows10

　(32bit/64bit)  IＥ10以上

　Intel Core i5-4460以上推奨

　4GB以上推奨

　1GB以上の空き容量（インストール時）

　1920*1080ピクセル以上表示可能なパソコン

　SDカードのリードライトができるインターフェイスを装備している。あるいは、

　USB 2.0以上のポートがあること（カードリーダーは本製品に付属していません）

　Direct X 9.0以上が必要　(Windows8以上であれば、DirectXは同時に

　インストールされます。)

※パソコンに独立したビデオカードが搭載されていない、あるいは、CPU：i５-4460以上でパフォーマンスが

　 20％以上＋150Mのメモリーでない場合は、Wi-Fi通信用ビューワソフトをお使いになる前にパソコンを再起動

　 してください。また、長時間お使いになる際も定期的にパソコンの再起動をお願いします。

※推奨環境すべてのパソコンでの動作を保証するものではありません。

　 ご使用されるパソコン環境によっては正しく再生されない、正しく動作しない場合もあります。

インストール版は、管理者権限でインストールをしてください。

1.同梱のCD-ROMをご使用のパソコンにセットしてください。

2.「WIFI WITNESS Player 1.01」のインストーラを

    ダブルクリックしてプログラムを起動させてください。

3.右記の画面が表示されましたら、[次へ]ボタンを

    クリックしてください。

4.インストール先を指定した上で、[次へ]ボタンをクリックしてください。

参照ボタンをクリックすると、任意の

インストール先を指定することができます。

(管理者以外の方がお使いの場合は、

お使いになる方がアクセスできるところを

指定してください。

指定後、[OK]ボタンをクリックしてください。

インストール手順

＜1＞

メモリー推奨

ハードディスク推奨

ディスプレイ

その他

 Wi-Fi通信用ビューワソフトのインストール方法

パソコンの動作環境

OS推奨

CPU推奨



5.下記の画面が表示されましたら、[次へ]ボタンをクリックしてください。

6.下記の画面が表示されましたら、デスクトップ上に「WIFI WITNESS Player」のアイコンを

　　作成する場合は、チェックボックスにチェックを入れ、[次へ]ボタンをクリックしてください。

7.下記左の画面が表示されましたら、[インストール]ボタンをクリックしてください。

　　自動的にインストールが始まります。

　　下記右の画面が表示されましたら、インストールが完了しました。[完了]ボタンを選択して

　　プログラムを終了させてください。

インストール手順６で、「デスクトップ上にアイコンを作成する」に、☑チェックを入れた場合、

Wi-Fi通信用ビューワソフトのアイコンが、パソコンのデスクトップ上に表示されます。

＜2＞



　　

　　

1.「LIGHTⅣ」または「PROⅡ」が起動中であることを確認してください。

2.パソコンのタスクバーに、マーク（右下画面A)が表示されます。

3.マークをクリックしてください。

　 現在のWi-Fi接続先が表示されます。

4.Wi-Fi接続先を「LIGHTⅣ」または「PROⅡ」の接続先に

　 変更します。「L4」または「P2」から始まる接続先を

　 クリックしてください。

　 ※「LIGHTⅣ」または「PROⅡ」本体機器の個体識別番号が

　　　表示されます。

　　　・LIGHTⅣの場合：L4＋数字6桁　 

　　　・PROⅡの場合：P2＋数字6桁　 

5.LIGHTⅣの接続先をクリック、[接続]ボタンをクリックして

　 ください。パスワード入力画面が表示されます。

6.パスワード（SDカード内に設定されているWi-Fiモード2の

　 パスワード）入力後、[次へ][はい]ボタンをクリックしてください。

　 ※パスワードについては、「LIGHTⅣ」または「PROⅡ」取扱

　　　説明書のSDカード設定 Wi-Fi設定部分でご確認ください。

　 ※2回目以降、その本体機器のパスワード入力は

　　　必要ありません。

   ※複数台との接続時は、接続したい本体機器を選択後、

　　　接続ボタンをクリックしてください。

 Wi-Fi通信用ビューワソフトを起動する前に、パソコンと「LIGHTⅣ」または

 「PROⅡ」をWi-Fi接続してください。
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 Wi-Fi通信用ビューワソフト起動前準備

現在のパソコンが接続

されている接続先

A

A

LIGHTⅣの接続先



Wi-Fi通信用ビューワソフト起動方法
1.インストールした「WIFI WITNESS Player」のアイコンをダブルクリックしてください。

2.「WIFI WITNESS Player」が起動します。

※初期画面

A 　カメラ１映像再生画面

B 　カメラ２映像再生画面

C 　Wi-Fi接続状況

D 　スナップ写真（静止画）の保存ボタン

E 　バージョン情報ボタン

F 　最小化ボタン・閉じるボタン

  Livie映像ボタン

　SD映像(再生・保存)ボタン

　映像保存ボタン

　保存映像再生ボタン

A

Ｂ

映像再生時、再生画面を表示します。

再生画面上にOSD表示（録画日時）が表示されます。

※カメラ-IRあり映像は、赤外線発光時、モノクロ映像となります。

Ｃ

Wi-Fi通信用ビューワソフト基本機能説明

G

 Wi-Fi通信用ビューワソフト基本機能説明

 カメラ１映像再生画面

 カメラ２映像再生画面

 Wi-Fi接続状況
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Wi-Fi環境が正常に機器(LIGHTⅣ/PROⅡ)に接続されている状態

Wi-Fi環境が正常に機器(LIGHTⅣ/PROⅡ)に接続されていない状態

A B

G
C D E F



Ｄ

保存したい瞬間の映像画面を、スナップ写真（静止画）として保存します。

1.映像再生中に、保存したい画面で、スナップ写真の保存ボタンをクリックしてください。

2.映像再生画面に表示されている映像が保存されます。

　 保存先：パソコン内の「ドキュメント」の「Snapahot」内

Ｅ

Ｆ

G  Live映像ボタン

Live映像ボタンをクリックすると、現在撮影中の映像が再生されます。

※画像の一部を加工しています。

＜カメラ1またはカメラ2映像を拡大したい場合＞

カメラ2映像の上でマウスをダブルクリックすると映像が拡大されます。

Wi-Fi通信用ビューワソフト基本機能説明

Wi-Fi通信用ビューワソフトのバージョン情報が表示されます。

パソコン画面のタスクバーに移動させます。

Wi-Fi通信用ビューワソフトの画面サイズを最小化し、

Wi-Fi通信用ビューワソフトを終了します。

 バージョン情報ボタン

 最小化ボタン・閉じるボタン

 スナップ写真の保存ボタン
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G  SD映像(再生・保存)ボタン

SD映像(再生・保存)ボタンをクリックすると、Wi-Fi接続されている機器のSDカード内の

映像データの一覧(当日分)が表示されます。

Wi-Fi通信用ビューワソフト基本機能説明
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1

データ一覧の更新ボタンです。

映像再生時の画面

2

　映像日時指定

黄色部分は該当日付分を意味します。

赤枠部分はSDカード内に映像データが存在する日付です。

過去の日付の映像を見る場合は、赤枠部分をクリックすると、

データ一覧が変わります。

　データ一覧

該当する日付のデータ一覧が表示されます。

※SDカード内に映像データがあっても、Wi-Fi設定がされていない映像データは再生・保存することはできません。

再生したい映像データをダブルクリックすると、映像ファイルの再生ができます。

1 2

1



1.映像を再生しながら、保存を開始したいところで、

　 [rec]ボタンをクリックしてください。

2.[rec]ボタンが赤色（保存中）に変わります。

3.そのまま再生し、保存を終了したいところで、再度

　 [rec]ボタンをクリックしてください。

4.[rec]ボタンがグレー色に変わり、保存が終了されます。

 　 保存先：パソコン内の「ドキュメント」の「Record」内

Ｇ

映像保存ボタンをクリックすると、SDカード内の映像データが

一覧表示されます。保存したい映像データがファイルごと保存できます。

1.保存したい映像データの左側のチェックボックスにチェックを入れてください。

2.どのカメラ映像を保存するか選択してください。

　 ※選択後、すぐに映像データの保存が開始されます。

　　

 

3.カメラ1進行状況またはカメラ2進行状況欄に「100％」と表示されましたら保存完了です。

Wi-Fi通信用ビューワソフト基本機能説明

 カメラ１の映像のみ保存。

 カメラ２の映像のみ保存。

 カメラ１&カメラ２の両方の映像が保存。

　再生中データの指定範囲の保存ボタン

映像データの再生中に、保存したい映像部分（指定範囲）のみを

保存することができます。

1

 映像保存ボタン　
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Ｇ

保存映像再生ボタンをクリックすると、パソコン内に保存された

映像データが再生できます。

全保存映像

　Wi-Fi通信用ビューワソフトで保存された全てのデータが

　　 　表示されます。

　　　　　　SD映像(再生・保存)で保存されたデータ

☑ 映像保存で保存されたデータ

保存映像

SD映像(再生・保存)で保存されたデータのみ表示

映像保存

☑ 映像保存で保存されたデータのみ表示

写真保存

スナップ写真の保存で保存されたデータのみ表示

パソコン内の「ドキュメント」の「WifiViewer」フォルダに自動的に保存されます。

映像・写真の保存先について
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保存映像再生ボタン 

3

1

4

2

Wi-Fi通信用ビューワソフト基本機能説明

WifiViewerフォルダ内に、3つのフォルダがあります。

1 2 3 4



映像保存ボタンから保存したデータが格納されています。

データ保存形式：AVIとMP4

SD映像(再生・保存)で再生中に、recボタンで

保存したデータが格納されています。

データ保存形式：MP4

Live映像とSD映像(再生・保存)で、スナップ写真の

保存ボタンで保存したデータが格納されています。

データ保存形式：JPG
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　　　　Download

　　　　Record

　　　　Snapshot

Wi-Fi通信用ビューワソフト基本機能説明


